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【手続補正書】
【提出日】平成27年8月10日(2015.8.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　歯を白くするのに有効な量のホワイトニング剤、ここで、該ホワイトニング剤は、過酸
化水素であり、１つまたはそれ以上の付加的なホワイトニング剤を共に含んでいてもよく
、
　及び、第１の酸および第２の酸の組合せ、ここで、該第１の酸はクエン酸を含み、該第
２の酸はリン酸を含み、該クエン酸および該リン酸は３～６のｐＨを与えるのに十分な量
であり、
　及び、６０％～８０％の量で水を含む、マウスウォッシュ。
【請求項２】
　前記過酸化水素が０．０１～５％の量で存在する、請求項１記載のマウスウォッシュ。
【請求項３】
　前記クエン酸および前記リン酸が１：１～１：１０の比で存在する、請求項１または２
記載のマウスウォッシュ。
【請求項４】
　前記リン酸の量が０．０１～１．５％である、請求項１～３のいずれか一項に記載のマ
ウスウォッシュ。
【請求項５】
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　前記クエン酸の量が０．０１～０．５％である、請求項１～４のいずれか一項に記載の
マウスウォッシュ。
【請求項６】
　ポリカルボン酸ポリマーおよびポリビニルメチルエーテル／無水マレイン酸（ＰＶＭＥ
／ＭＡ）コポリマーから選択されるポリマーをさらに含む、請求項１～５のいずれか一項
に記載のマウスウォッシュ。
【請求項７】
　ジアルカリまたはテトラアルカリ金属ピロリン酸塩類から選択される１つまたはそれ以
上のピロリン酸塩類の抗歯石的に有効な量をさらに含む、請求項１～６のいずれか一項に
記載のマウスウォッシュ。
【請求項８】
　サッカリンおよびスクラロースの組合せの甘味を与える量をさらに含む、請求項１～７
のいずれか一項に記載のマウスウォッシュ。
【請求項９】
　メントールおよびサリチル酸メチルの組合せをさらに含む、請求項１～８のいずれか一
項に記載のマウスウォッシュ。
【請求項１０】
　トリクロサンおよび塩化セチルピリジニウムから選択される抗菌剤の抗菌的に有効な量
をさらに含む、請求項１～９のいずれか一項に記載のマウスウォッシュ。
【請求項１１】
　以下の成分の１つまたはそれ以上もしくは全てを以下の量で含む、請求項１～１０のい
ずれか一項に記載のマウスウォッシュ：
【表１】

【請求項１２】
　以下を含む、請求項１１に記載のマウスウォッシュ：
【表２】

【請求項１３】
　その必要のある対象の口腔に請求項１～１２のいずれか一項に記載のマウスウォッシュ
を投与することを含む、歯をホワイトニングする方法。
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【請求項１４】
　歯を白くするための医薬の製造における、請求項１～１２のいずれか一項に記載のマウ
スウォッシュの使用。
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